
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南阿蘇村立南阿蘇中学校 学校だより 

№ １ 

Ｈ31．3．8（金） №15 文責 坂梨 

公立高校後期選抜試験も無事に終え、一足早く３年生の修了式を行いました。修了証書を各クラスの代表

に手渡しながら、３年間の月日の速さを感じました。特に３年生は、本校が「南蘇中学校」として新たにス

タートしたときの第１回の入学生です。熊本地震の困難を乗り越え、３年間頑張ったことに敬意を表すとと

もに、新たに始まるこれからのステージで頑張ってくれること願いながらエールを送りました。 

 

～修了式の講話より～ 

 

 とても厳しかった冬も終わりを告げ、もう春が間近に迫っています。少し速いですが、

３年生のみなさん卒業おめでとう。３年間、皆さんと一緒に過ごしてきた学校生活の中

で、一人一人の成長ぶりには目を見張るものがありました。日頃の授業や数々の学校行

事、部活動、先生方や友だちとの学び合い等、南阿蘇中学校の最上級生として、皆さん

一人一人が、今年の南阿蘇中学校を見事に引っ張っていってくれました。 

 今年の生徒会のスローガンは「ステップアップ」でした。このスローガン通りの頑張

りで、南阿蘇中学校に新しい歴史を築いてくれたことにとても感謝しています。本当に

ありがとう。 

 さて、皆さんは進路選択・決定に向けて幾多の困難に打ち勝って自分のこれからの方

向を定めつつあります。 

  そんな皆さん方に私の大好きな野球選手、アメリカメジャーリーグで大記録を打ち立

て、今も尚、夢をあきらめずに活躍し続けているイチロー選手の言葉を送ります。それ

は、「夢や目標を達成するには１つしか方法がない。小さなことを積み重ねること。」と

いう言葉です。それぞれが進学先で自分の「夢」をしっかりとふくらませ、また「夢」

を持ちそれに向かって日々前進していくことと思います。そのためには王道はありませ

ん。毎日の勉強や練習をこつこつと積み重ねていくことであり、そのことが一番大事な

んだと言うことをイチロー選手は自分の経験から言っているのだと思います。皆さん方

もこれからの人生、いろいろ試練にぶち当たることだと思います。順調なときもあれば、

うまくいかないときもきっとあります。そのときは焦らず、自身の描いた志をしっかり

と確認してみてください。何らかの方法が見つかるはずです。今後の皆さんの活躍と前

進を心から願っています。  

  いよいよ南阿蘇中学校からの旅立ちの時ですが、南阿蘇村に残る人も離れて生活する

人も、南阿蘇村に生まれ育ったことに誇りを持つとともに、これまでお世話になったご

家族、先生方、地域の方々、友だちに感謝の気持ちをしっかりと持ち、新しい未来に向

かって進んで欲しいと願っています。明日の卒業式での皆さんの凛とした姿を楽しみに

しています。 

 

３年生 修了式がありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１日（金）午後、生徒会主催による「３年生を送る会」を開催しました。高校入試及び卒業を控えた

３年生と全校で係われる最後の有意義な時間になるようにとゲーム等を企画しました。防災学習の縦割り班

で、お題の絵を前から後ろへと伝えていくという「伝承ゲーム」で、どの班も迷作品が次々とできあがり、

短い時間ではありましたが 

体育館中に笑いが響き渡り 

ました。３年生の笑顔が見ら 

れ、１・２年生も嬉しそうで 

した。 

 

３月４日（月）の午後、３年生最後のクラスマッチ（男子サッカー、女子バスケットボール）が行われまし

た。受験勉強のストレスを吹き飛ばすかのように、プレーする生徒、応援する生徒がひとつになり、男女とも

に大盛り上がりの大会となりました。結果は、なんと３クラス同率で並び、史上初の３クラス優勝でした。中

学校生活の大切な想い出の１ページになったのではないでしょうか？皆さん、お疲れ様でした。 

２月２５日～２７日までの３日間、「ちょうよう保育園」にご協力をいただき、３年生家庭科の「保育実習」

を行いました。実習の目的は、「幼児と遊んだり、遊び道具を製作･活用したりして、幼児の生活や心身の発達

の特徴について学び、子どもたちが育つ環境について考えていこう」というものです。生徒たちも、入試前の

一時、受験勉強から少し離れ、童心に返り室内や運動場で子どもたちと楽しそうに触れあっていました。保育

園の先生方も、「昔、あんなに小さかった教え子たちが、こんなに立派に成長してとても嬉しいです」と、生

徒の成長ぶりに感無量だったようです。「ちょうよう保育園」の先生方、本当にお世話になりました。 

 

中学生最後のクラスマッチ ～なんと！勝ち点同じで３クラス優勝～ 

「保育実習、お世話になりました。 


